
令和元年度 文教福祉委員会 行政視察報告書 

 

文教福祉委員長 後藤 敦志  

 

１．視察日時 

令和元年１０月３１日（木）～令和元年１１月１日（金） 

 

２．視察地及び視察内容 

兵庫県明石市 明石市役所こども局待機児童緊急対策室 

・待機児童解消の取組について 

兵庫県姫路市 姫路市立 北部学校給食センター 

・ＤＢＯ方式による学校給食センターの整備・運営について 

 

３．視察概要 

○明石市 

明石市役所に於いて、こども局待機児童緊急対策室の担当者から説明を受けました。明石

市では、平成２７年１月に待機児童緊急対策室を設置し、量の確保（施設整備）と質の確保

（保育士確保定着・保育士向け研修）を取組方針に待機児童対策を開始しています。 

量の確保では、予算額で平成２８年度１，８８６，９８２千円・平成２９年度１，５９０，

３００千円・平成３０年度３，５２２，８２２千円・令和元年度３，１７３，３９４千円と、

大幅に予算額が増加しています。 

質の確保についても、平成２８年度４８，８２０千円・平成２９年度１３７，７８０千円・

平成３０年度２２７，７３７千円・令和元年度２５３，３５３千円と予算額が増加しており、

またその予算の８～９割を保育士の処遇改善に充当しています。 

待機児童対策室の設置以降、待機児童対策に大幅な予算を振り分けていますが、これは市

長の考えのもと、他の建設事業等を減らし予算を確保しているとのことでした。 

 集中的に投資した結果、平成２８年から平成３０年度の３年間で、約３，７５０名の受け

入れ枠と担い手である保育士の確保を実現しています。しかしながら、受け入れ枠の増加に

よる需要喚起や保育所ニーズの高まり、出生数や転入により就学前児童数が予想を上回るペ

ースで増加し平成３１年４月現在、４１２名の待機児童が発生しています。今後は、２年間

で２，０００人規模の受け入れ枠拡充を行い、一刻も早い待機児童解消を目指す方針です。 

財政が豊かな自治体という訳ではなく、選択と集中を行い効果的な投資を行うことで、目

に見える実績を上げることができた詳細を知ることができました。今後、この知見を龍ケ崎



市における待機児童対策に活かしたいと考えています。 

 

○姫路市 

姫路市立北部学校給食センターに於いて、実際の調理業務を見学し担当者から施設の詳細

説明を受けました。姫路市では、中学校の全員給食化を目指し、平成２９年度に北部学校給

食センターを整備しました。平成３０年４月より、姫路市北部地域の中学校１６校で全員給

食を開始しています。 

給食センターの整備・運営にあたっては、デザイン（設計）・ビルド（建設）・オペレーシ

ョン（維持管理・運営）を包括して発注するＤＢＯ方式を採用しています。施設概要は、敷

地面積５，８１０㎡、延床面積３，６０４㎡、調理能力８，０００食（最大）。 

敷地と民家が隣接した立地であり、建屋から民家まで１０ｍほどの距離しかありませんで

したが、水フィルターを通し排気することにより、臭気に関する苦情は全くないとのことで

した。敷地面積については、搬入口付近に車が転回するため駐車場３台分ほどのスペースを

空けており、その面積が不足しているとのことでした。 

ＤＢＯ方式と業務毎に発注する従来の発注方式を比較した場合のコストメリットについ

ては、明快なご回答は頂けませんでしたが、ＤＢＯ方式を選んだ最大の理由は、新規に中学

校給食を開始するため、センター運営のノウハウが無いことでした。龍ケ崎市における状況

とは違いがあり、当市でのＤＢ方式による発注は、そのメリットを明確にして検討していく

必要があることを、実際にお話を伺って認識しました。 


